
【日  時】平成 29年 10月 31日（火）午後６時３０分～8時 10分 

【会  場】栄町コミュニティセンター 

【対象地域】栄町・幸町・若葉町 

【出 席 者】44人            【記 録 者】北條 

担当部 意見・要望などの要旨 回答の要旨 

総務部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務部 

JR 北海道の問題は、昨年の懇談会終了後にいろいろと報道され

てきたが、北海道の交通網をどのようにしていくのかを決めてか

ら、鉄路をどうすべきか話し合うべきだと思う。北海道は自ら答

えを出しておらず、各地域では混乱が生じているように思える。

10 月 29 日に JR 北海道が国に支援を要請するとの報道があっ

たが、何も決まっていない中で進んでいる状況であり、世論がま

ったく形成されていないように思える。地域の意見も分断された

状態であり、改めて地域の人たちが関心を持たなければならない

と感じている。このままでは JR北海道の赤字は膨らんでいき、

鉄路の存続を地域に押し付けようとしているが、国にも責任があ

り、残すべき路線は国が支援すべきと考える。国や北海道がどう

考えているのかまったくわからないので、できれば自治体の要請

活動などの動きを広報紙で知らせてほしい。鉄路は絶対に無くし

てはならないので、意見をまとめながら地域を代表して国や北海

道、JR北海道や関係団体に対して訴えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

乗車人数だけが話題に出てくるが、ふらの農協の関連する貨物輸

【市長】根室本線は歴史があり、北海道を開拓していく上で、重

要な貨物輸送を担ってきたが、単独での維持が困難な 10 路線

13線区の鉄路を北海道として、どう考えていくのかが見えてこ

ない状況である。全道市長会と北海道知事が懇談した際も、あま

り意見が出ていなかった。ワーキングチームなどの意見もある

が、地域と JR北海道で話し合ってほしいという内容であり、北

海道が中心となり話し合いを進めていくべきと考えている。ま

た、これまでの意見をまとめ、11月には根室本線対策協議会に

おいて中間報告を行い、地域における考え方やインバウンドに対

する交通手段などについて方向性をまとめる予定だが、結論につ

いては早急に出さない考えである。最終的には国の責任について

訴えていく状況づくりをしていきたい。JR は民営化に伴い 20

万人の職員を削減してきたが、JR北海道の努力も必要であるが、

国としての責任についても地域から世論を盛り上げていかなけ

ればならないと考えている。そのためにも、鉄路の存続における

課題については、地域住民が理解と関心を持つことが必要であ

る。鉄路が無くなることになれば、農産物の貨物輸送において大

きな打撃となる。そういった点からも農業団体などをはじめ、北

海道全体で存続に向けた運動を展開しないと国は動かないと考

えている。さらに今後は、道内の国会議員が先頭に立って動いて

いくことが必要と考えている。 

 

【市長】富良野線が旭川空港を経由する方法により、外国人観光

市長と語ろう地域懇談会 記録 



 

 

 

 

 

 

総務部 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設水道部 

 

 

 

建設水道部 

 

 

送経費で 10億円以上あり、かなりのお金が動いている。それに

伴って、関連する人たちがたくさん働いている。運転手不足が深

刻な状況の中で、陸路の輸送や単純にバス転換することは容易な

ことではないと思う。国会議員を通じて訴えるなど、何とか鉄路

を残すために頑張っていただきたい。 

 

バスの利用状況は見ている限り満席状態である。市職員も利用し

ていることがあるが、競合相手となるバスの利用状況のデータを

見て分析しながら議論することも必要ではないか。 

 

 

 

 

 

 

あけぼの公園の角に雪を積んでおり、雪を積むことにより公園の

柵を壊したり、雪山で遊ぶ子どもが道路に飛び出すと危険なの

で、管理をお願いしたい。 

 

町内会によっては消火栓付近を除雪するなど協力しているとこ

ろがあるので、労をねぎらっていただきたい。 

 

客などの乗車人数を増やしていくような考え方もあることから、

そういった方策も含めて関係機関に要望していきたい。 

 

 

 

 

【市長】バスの利用者が増えているのは、JR北海道が運行本数

を減らすなど、利用者を増やす努力が足りなかったことも要因の

一つと考える。バスは待ち時間が少なく利用しやすい状況もある

ことから、バスと同等のサービスができるよう JR北海道に対し

て提案していきたい。 

【総務部長】市職員の出張時は、出張先の到着時間や場所に合わ

せて JR、バス、公用車を利用しているが、基本的には JR を利

用するようにしている。 

 

【市長】事故を未然に防ぐために、巡回するようにする。 

 

 

 

【総務部長】意見として受け止める。 

 


